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（西川・森下（2011））。それによると、対象とした 127 機関中 83 機関（大学 39、行政 11、
その他 2）より返答があって、73 機関で公式行事として開催していた。そのうち宗教的儀
式として行っているのが 38 件（うち仏式 18、神式 11）、無宗教な行事として行っているの
が 35 件である。さらに行事の目的については、回答のあった 83 機関中、「感謝」
（appreciation）をあげたのが 28、「慰霊」（comfort the spirit）が 22、「供養」（consolation）





















第 1 節第 2 小節で触れた規範倫理学について紹介する。前述したように規範倫理学は、
英米倫理学のひとつの分野のことを指し、シンガーの動物解放論の背景にある帰結主義の






























































































脱慣習的レベル、さらに各レベルが 2 つの段階に分かれ、合計 3 レベル 6 段階に整序され
る。前慣習的レベルには権威に盲従する第 1 段階と自己利益にもとづいて規則を遵守する
第 2 段階、慣習的レベルには社会的役割の遂行を善とする第 3 段階と社会秩序の維持を善
とする第 4 段階、脱慣習的レベルには社会の構成員の幸福を目的とした社会契約を倫理の
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